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特集

七尾×無名塾
市民と無名塾がともにつくりあげたドラマがここにある

旧中島町が無名塾主宰仲代達矢氏とつながりがあり、

「演劇の町」を掲げて町おこしを行っていたことは多くの市民が知るところ。

しかし、どのようなきっかけでこの「演劇の町」構想がスタートしたのか、

そして現在に至るのかを、どれだけの市民が理解しているのだろうか。

今年、第５回能登演劇堂ロングラン公演 無名塾「ロミオとジュリエット」が開催されることを機に、

終演までのシリーズ特集として、皆さんとともにこの地で演劇が生まれてから

現在までの歴史や演劇が根付いた理由を振り返ってみたい。

そして、地方の小さなまちに、日本に誇れるOnly Oneの演劇文化があること、

その意味と意義を改めて考えてみたい。
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ど
う
し
て
能
登
だ
っ
た
の
か
？

　

日
本
演
劇
界
の
重
鎮
、
仲
代
達

矢
さ
ん
と
七
尾
市
と
の
結
び
つ
き
に
つ

い
て
、
多
く
の
人
が
こ
う
尋
ね
る
。

仲
代
氏
自
ら
も
後
に
語
る
よ
う
に
、

そ
の
出
会
い
は
ど
ん
な
脚
本
よ
り
劇

的
だ
っ
た
。

　

幕
開
け
は
昭
和
58
年
。
家
族
旅

行
で
能
登
を
訪
れ
た
仲
代
氏
は
、
知

り
合
い
を
訪
ね
て
旧
中
島
町
に
立
ち

寄
っ
た
。
波
静
か
な
内
湾
の
景
色
、

黒
一
色
の
瓦
と
白
壁
の
蔵
が
織
り
な

す
町
並
み
に
鮮
烈
な
印
象
を
受
け
、

ふ
と｢

能
登
本
来
の
美
し
さ
を
発
見

す
る
こ
と
が
文
化
な
ん
だ
ね
。
こ
ん

な
と
こ
ろ
で
、
無
名
塾
の
稽
古
が
で

き
た
ら
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
こ
の
言

葉
が
、
能
登
に
演
劇
と
い
う
種
を

ま
く
こ
と
と
な
る
。

　

人
づ
て
に
こ
の
一
件
を
聞
い
た

旧
中
島
町
は
す
ぐ
に
行
動
を
起
こ

し
、
昭
和
60
年
、
無
名
塾
の
能
登

中
島
合
宿
が
ス
タ
ー
ト
。
当
初
は

民
家
で
分
宿
し
、
稽
古
は
武
道
館

や
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

演
劇
と
は
無
縁
の
土
地
で
「
無
名

塾
」
を
知
っ
て
い
る
人
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
。｢

無
名
塾
っ
て
ど
こ
の
学

習
塾
や
？｣

と
聞
く
人
も
一
人
や
二

人
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
も
と

も
と
情
に
厚
い
の
が
能
登
人
気
質
。

塾
生
の
礼
儀
正
し
さ
や
夢
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
ひ
た
む
き
な
姿

能
登
演
劇
物
語

そ
れ
は
偶
然
の
出
会
い
か
ら
は
じ
ま
っ
た
必
然
の
ド
ラ
マ

【
第
一
幕
】
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特集七尾×無名塾

に
、
食
材
の
調
達
を
手
伝
っ
た
り
、

差
し
入
れ
を
し
た
り
す
る
住
民
が
現

れ
る
と
そ
の
輪
は
一
気
に
広
が
り
、

互
い
の
距
離
も
縮
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

舞
台
稽
古
の
公
開
を
機
に
、
練

習
と
は
い
え
本
物
の
芝
居
に
接
し
、

迫
真
の
演
技
に
魅
了
さ
れ
た
人
々

の
間
で
、
演
劇
に
対
す
る
関
心
が

日
に
日
に
高
ま
り
、
東
京
公
演
開

催
時
に
は
観
劇
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ

る
ほ
ど
に
。
演
劇
熱
は
い
つ
し
か

「
本
物
の
芝
居
を
こ
の
地
で
観
た

い
」
と
い
う
機
運
と
な
り
、
劇
場

建
設
は
住
民
共
通
の
夢
と
し
て
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

平
成
に
入
り
、
全
国
で
は
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
や
若
者
定
住
促
進

な
ど
の
地
域
づ
く
り
事
業
が
各
地

で
進
め
ら
れ
た
。
全
国
的
に
文
化

会
館
や
劇
場
な
ど
の
建
設
が
進
め

ら
れ
た
の
も
こ
の
頃
の
こ
と
。

　

平
成
5
年
、
旧
中
島
町
で
も
地

元
の
夢
だ
っ
た
劇
場
建
設
が
動
き

始
め
、
地
元
資
源
を
生
か
し
、｢

無

名
塾
合
宿
の
ま
ち
」
を
活
用
し
た
、

仮
称｢

中
島
町
演
劇
文
化
ホ
ー
ル｣

と
い
う
全
国
的
に
も
珍
し
い
演
劇

専
門
の
劇
場
を
造
る
こ
と
が
決
定

し
た
。
す
で
に
能
登
と
深
い
縁
で

結
ば
れ
て
い
た
仲
代
氏
は
す
す
ん

で
監
修
を
引
き
受
け
、
設
計
者
を

無
名
塾
巡
演
へ
同
行
。
第
一
線
で

活
躍
し
て
き
た
役
者
な
ら
で
は
の

視
点
か
ら
各
劇
場
の
長
所
や
短
所

を
熱
心
に
指
導
し
た
。
国
内
で
類

を
見
な
い
仕
掛
け
と
し
て
、「
舞
台

の
後
壁
が
開
い
て
、
海
を
バ
ッ
ク

に
芝
居
が
で
き
な
い
か
」
と
提
案

し
た
の
も
能
登
を
愛
す
る
が
故
の

仲
代
氏
の
ア
イ
デ
ィ
ア
。
こ
れ
ま

で
に
例
が
無
い
た
め
、
設
計
者
は

東
奔
西
走
。
紆
余
曲
折
を
経
て
、

造
船
所
の
ハ
ッ
チ
を
活
用
す
る
こ

と
で
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
建
設

場
所
が
海
浜
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

「
バ
ッ
ク
に
海
」
と
い
う
構
想
は
実

現
で
き
な
か
っ
た
が
、
ホ
リ
ゾ
ン

ト
（
舞
台
奥
に
設
け
ら
れ
た
壁
）

が
開
き
、
里
山
の
借
景
が
舞
台
と

一
体
と
な
る
能
登
な
ら
で
は
の
豪

快
な
演
出
が
可
能
に
な
り
、
外
舞

台
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
幻
想
的

な
芝
居
は
、
能
登
観
劇
の
魅
力
と

し
て
全
国
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

能
登
演
劇
堂
の
起
工
式
に
寄
せ

ら
れ
た
仲
代
達
矢
夫
妻
の
書
簡
に
、

演
劇
文
化
の
振
興
と
建
設
さ
れ
る

劇
場
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
先
見

の
銘
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 　
　

　

〜
人
間
と
人
間
が
出
逢
い
、
暖

か
く
か
か
わ
り
合
う
こ
と
の
大
き

な
力
を
今
し
み
じ
み
と
不
思
議
に

思
い
、
驚
き
と
そ
し
て
喜
び
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
劇
場
の
中
で
、
ど
れ
だ
け

濃
い
劇
世
界
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、

ど
れ
だ
け
多
く
の
人
た
ち
に
濃
く

影
響
し
、
か
か
わ
り
を
持
て
る
か

は
こ
れ
か
ら
の
、
み
ん
な
の
問
題

で
す
。

　

本
当
の
香
り
髙
き
文
化
の
芽
を
、

こ
の
土
地
に
力
強
く
は
ぐ
く
ん
で

行
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
長
く
継
続
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
劇
場
が
末
長
く
人
々
の
情

熱
に
支
え
ら
れ
、
人
々
に
感
動
を

与
え
続
け
る
小
宇
宙
に
な
り
ま
す

よ
う
に
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

無
名
塾    

仲
代
達
矢    

隆  

巴

　

住
民
の
思
い
が
カ
タ
チ
に
な
っ

た
ホ
ー
ル
は
、
贅
肉
を
切
り
落
と

し
た
「
芝
居
の
た
め
の
劇
場｣

。
祈

り
の
意
味
で
も
あ
る
「
堂
」
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
風
格
あ
る
造
り
。

こ
れ
ら
に
、
能
登
か
ら
の
演
劇
文

化
の
発
信
を
め
ざ
し
て
「
能
登
」

の
名
称
を
冠
し
、
能
登
演
劇
堂
と

命
名
さ
れ
た
。
能
登
に
演
劇
と
い

う
文
化
が
芽
吹
い
た
瞬
間
だ
っ
た
。

（
次
月
号
へ
続
く
）
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演
劇
が
も
た
ら
し
た

七
尾
の
姿
。

七
尾×

無
名
塾
の
あ
ゆ
み

　

七
尾
市
総
合
計
画
で
目
指
す
将

来
像
は「
人
が
輝
く 

交
流
体
感
都

市
」。そ
の
解
説
に
は
、日
本
や
世
界

中
の
人
々
を
引
き
寄
せ
、来
訪
者

と
市
民
が
そ
の
魅
力
を
体
験
・
感

動
し
、交
流
す
る「
交
流
体
感
都

市
」の
実
現
を
図
り
、「
世
界
に
誇

れ
る
人
と
地
域
」を
目
指
す
と
あ

る
。実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
演
劇

文
化
の
振
興
を
掲
げ
て
い
る
。こ
の

礎
石
と
な
っ
た
出
来
事
は
30
年
前

に
さ
か
の
ぼ
る
。

　

昭
和
58
年
、無
名
塾
の
主
宰
者

で
あ
る
仲
代
達
矢
氏
が
家
族
旅
行

で
旧
中
島
町
を
訪
れ
た
際
、こ
う

話
し
た
。「
小
さ
な
湾
を
挟
ん
で
向

か
い
合
う
ひ
な
び
た
町
。静
か
な
内

海
に
映
え
る
緑
の
山
並
み
。静
寂
の

中
を
、能
登
島
に
渡
る
ポ
ン
ポ
ン
船

の
エ
ン
ジ
ン
音
が
こ
だ
ま
す
る
。そ
こ

だ
け
別
の
時
間
が
流
れ
て
い
る
よ

う
な
情
景
。こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
の

中
で
芝
居
の
稽
古
が
で
き
た
ら
な
」

と
。こ
の
言
葉
か
ら
、仲
代
達
矢
と

無
名
塾
、そ
し
て
七
尾
市
が
30
年

間
で
築
き
上
げ
た
信
頼
関
係
が
今

中
で
芝
居
の
稽
古
が
で
き
た
ら
な
」

と
。こ
の
言
葉
か
ら
、仲
代
達
矢
と

無
名
塾
、そ
し
て
七
尾
市
が
30
年

間
で
築
き
上
げ
た
信
頼
関
係
が
今

日
の
姿
で
あ
る
。

　

旧
中
島
町
商
工
会
役
員
の
瀬
口

庄
八
氏
と
無
名
塾
の
演
出
家
林
清

人
氏
が
知
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

仲
代
氏
の
能
登
旅
行
が
実
現
し
、

こ
の
地
で
の
無
名
塾
合
宿
が
さ
さ

や
か
れ
た
。そ
れ
を
受
け
て
旧
中

島
町
が
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、

昭
和
60
年
に
初
め
て
７
日
間
の
合

宿
を
実
施
し
た
。

　

当
時
、過
疎
化
に
悩
む
旧
中
島

町
は
、無
名
塾
の
合
宿
が
町
お
こ
し

の
起
爆
剤
と
な
り
、何
ら
か
の
町
の

活
力
に
な
れ
ば
と
考
え
た
。

　

初
め
て
の
合
宿
で
は
、仲
代
氏
を

は
じ
め
宮
崎
恭
子
夫
人
、今
で
は

ド
ラ
マ
や
演
劇
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
若
村
麻
由
美
さ
ん
な
ど
、38
人

の
塾
生
が
参
加
。武
道
館
で
稽
古

を
行
い
、公
開
稽
古
も
実
施
。詰
め

か
け
た
約
4
6
0
人
の
町
民
は
、

熱
気
溢
れ
る
塾
生
の
稽
古
に
圧
倒

さ
れ
て
い
た
。以
後
、８
回
の
合
宿

が
行
わ
れ
、地
元
の
若
者
と
の
交

流
や
塾
生
が
旧
中
島
町
の
成
人
式

に を
行
い
、公
開
稽
古
も
実
施
。詰
め

か
け
た
約
4
6
0
人
の
町
民
は
、

熱
気
溢
れ
る
塾
生
の
稽
古
に
圧
倒

さ
れ
て
い
た
。以
後
、８
回
の
合
宿

が
行
わ
れ
、地
元
の
若
者
と
の
交

流
や
塾
生
が
旧
中
島
町
の
成
人
式

に
参
加
す
る
な
ど
、無
名
塾
と
住

民
は
太
い
絆
で
結
ば
れ
た
関
係
と

な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
交
流
が
行
わ
れ
た

こ
と
で
、「
こ
の
地
で
演
じ
て
み
た

い
」「
こ
の
地
で
演
劇
を
観
た
い
」と

い
う
ム
ー
ド
が
湧
き
立
ち
、演
劇
専

用
ホ
ー
ル
の
建
設
構
想
が
生
ま
れ

た
。そ
の
結
果
、能
登
演
劇
堂
の
誕

生
と
な
っ
た
の
だ
。

　

旧
中
島
町
は
、町
に
し
か
な
い
資

源（
資
産
）を
生
か
す
こ
と
が
重
要

だ
と
、「
無
名
塾
合
宿
の
町
」を
活

用
し
、「
演
劇
の
町
づ
く
り
」を
目

指
し
た
。

　

演
劇
専
用
ホ
ー
ル
の
建
設
に
は
、

仲
代
氏
の
思
い
が
入
っ
た
内
容
に
し

昭
和
58
年

昭
和
６０
年

昭
和
６1
年

昭
和
６2
年

昭
和
６3
年

平
成
元
年

平
成
３
年
１
月

７
月

平
成
４
年

平
成
５
年
９
月

平
成
７
年
５
月

平
成
８
年

平
成
９
年

仲
代
達
矢
・
宮
崎
恭
子
夫
妻
能
登
旅
行

自
然
の
豊
か
な
中
島
で
合
宿
で
き
た
ら…

中
島
町
で
、無
名
塾
の
能
登
合
宿
始
ま
る

「
ど
ん
底
」公
開
練
習

第
２
回
合
宿

「
プ
ァ
ー
マ
ー
ダ
ラ
」公
開
練
習

第
３
回
合
宿

「
ル
パ
ン
三
世
」公
開
練
習

第
４
回
合
宿

「
肝
っ
玉
お
っ
母
と
子
供
た
ち
」公
開
練
習

第
５
回
合
宿

「
シ
ラ
ノ
と
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
」公
開
練
習

第
６
回
合
宿

新
春
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
７
回
合
宿

「
令
嬢
ジ
ュ
リ
ー
」公
開
練
習

第
８
回
合
宿

「
ハ
ロ
ル
ド
と
モ
ー
ド
」公
開
練
習

演
劇
文
化
ホ
ー
ル
建
設
内
定

仲
代
達
矢
氏
夫
妻

演
劇
文
化
ホ
ー
ル
の
監
修
を
内
諾

無
名
塾
林
清
人
氏
ほ
か

４
人
の一
流
ス
タ
ッ
フ
を

舞
台
・
音
響
・
照
明
部
門
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱

演
劇
文
化
ホ
ー
ル・

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
起
工
式

能
登
演
劇
堂
オ
ー
プ
ン

こ
け
ら
落
し
公
演「
ソ
ル
ネ
ス
」上
演

仲
代
氏「
能
登
演
劇
堂
名
誉
館
長
」

　
　
　
「
中
島
町
名
誉
町
民
」

第
１2
回
合
宿

「
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
」

第
13
回
合
宿

第
１
回
能
登
演
劇
堂
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演

「
い
の
ち
ぼ
う
に
ふ
ろ
う
物
語
」

昭和62年 第3回合宿公開練習平成7年 帰京出発風景平成7年 能登演劇堂落成式祝賀パレード平成9年 「いのちぼうにふろう物語」
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特集七尾×無名塾
な
け
れ
ば
と
仲
代
氏
に
監
修
を
依

頼
。快
く
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。

中
島
町
町
制
40
周
年
に
併
せ
、平

成
7
年
の
完
成
を
目
指
し
、無
名

塾
と
町
民
の
夢
を
現
実
の
も
の
と

す
る
べ
く
始
動
し
た
。

　

仲
代
氏
の「
も
し
、舞
台
の
後
壁

が
開
い
て
、海
を
背
景
に
芝
居
が
で

き
た
ら
素
晴
ら
し
い
」と
い
う
話
か

ら
、こ
の
施
設
で
一
番
の
見
せ
場
で

あ
る
、舞
台
後
壁
の
大
扉
の
観
音

開
き
が
設
計
さ
れ
た
。施
設
の
設

計
や
こ
の
舞
台
で
行
わ
れ
る
芝
居

は
、日
本
で
初
め
て
の
傑
作
と
な
る

べ
く
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
施
設
づ
く

り
を
目
指
し
た
。

　

建
設
構
想
か
ら
4
年
の
歳
月
を

か
け
、平
成
7
年
に
夢
に
ま
で
見

た「
日
本
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
劇
場  

能
登
演
劇
堂
」が
完
成
。こ
け
ら
落

と
し
公
演
と
し
て
、無
名
塾
イ
ブ

セ
ン
作「
ソ
ル
ネ
ス
」が
公
演
さ
れ
、

喝
采
を
浴
び
た
。こ
れ
を
機
に
無

名
塾
の
全
国
公
演
は
、能
登
か
ら

全
国
へ
と
ス
タ
ー
ト
す
る
形
式
と

な
っ
た
。

　

そ
の
後
、数
々
の
公
演
が
行
わ

れ
、平
成
9
年
に
は
、初
め
て
の
能

登
演
劇
堂
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演

「
い
の
ち
ぼ
う
に
ふ
ろ
う
物

語
」を
実
施
。
30
公
演
で

1
9
，5
4
1
人
を
動
員

し
大
成
功
を
収
め
た
。

　

平
成
21
年
の
演
目
は
、地

方
公
演
で
は
例
が
な
い
50

公
演
を
実
施
し
た
第
４
回

能
登
演
劇
堂
ロ
ン
グ
ラ
ン
公

演「
マ
ク
ベ
ス
」。こ
の
公
演

は
、桁
外
れ
な
公
演
回
数
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、本
物
の

馬
を
数
頭
使
っ
た
演
出
や
、

毎
回
数
十
人
の
エ
キ
ス
ト
ラ

が
登
場
す
る
な
ど
、能
登
演

劇
堂
な
ら
で
は
の
感
動
の

舞
台
が
展
開
さ
れ
た
。観
客

動
員
数
は
3
2
，9
1
2

人
を
記
録
。演
劇
界
の
歴
史
に
大

き
な
業
績
を
残
し
た
。

　

演
劇
か
ら
七
尾
市
に
影
響
を
与

え
た
の
は
公
演
回
数
や
観
客
動
員

数
、経
済
効
果
ば
か
り
で
は
な
い
。

地
域
や
市
民
に
演
劇
文
化
が
浸
透

し
て
い
た
。

　
一
つ
目
は
、平
成
9
年
頃
か
ら
中

島
高
等
学
校
に
演
劇
科
を
設
置
し

て
ほ
し
い
と
石
川
県
な
ど
に
要
望
。

そ
の
思
い
が
届
き
、平
成
11
年
に
中

島
高
等
学
校
普
通
科
演
劇
コ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
た
の
だ
。そ
の
後
、中

島
高
等
学
校
は
閉
校
し
た
が
、学

校
統
合
さ
れ
た
七
尾
東
雲
高
等
学

校
に
演
劇
科
が
設
置
さ
れ
た
。年

間
を
通
し
て
能
登
演
劇
堂
で
授
業

が
行
わ
れ
、6
月
に
は
能
登
演
劇

堂
で
卒
業
公
演
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、平
成
9
年
に
旧
中

島
町
中
央
公
民
館
主
催
で
行
わ
れ

た「
演
劇
教
室
」が
母
体
と
な
り
、

中
島
町
民
劇
団
が
誕
生
し
た
こ
と

だ
。現
在
で
は
、市
民
劇
団「
劇
団

N
」と
名
前
は
変
わ
っ
た
が
、演
劇

文
化
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す

る
市
民
活
動
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
。

　

30
年
前
、今
あ
る
こ
と
が
想
像

で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。偶
然
の
出
会

い
か
ら
始
ま
っ
た
必
然
の
ド
ラ
マ
が
、

今
も
な
お
続
く
。

平成11年 「どん底」オープニング平成13年 仲代氏高等学校演劇指導平成13年 「ウィンザーの陽気な女房たち」平成21年 「マクベス」

平
成
１0
年

平
成
１1
年

平
成
１2
年

平
成
１3
年

平
成
１4
年

平
成
１5
年

平
成
１6
年

平
成
１7
年

平
成
１8
年

平
成
１9
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

第
１4
回
合
宿 

「
わ
が
町
」

「
愛
は
謎
の
変
奏
曲
」

（
松
竹　

仲
代
氏
出
演
）

第
１5
回
合
宿 

「
ど
ん
底
」

第
１6
回
合
宿

「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死
」

第
１7
回
合
宿

第
２
回
能
登
演
劇
堂
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演

「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
」

第
１8
回
合
宿 

「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死
」

第
１9
回
合
宿

｢

森
は
生
き
て
い
る｣

第
20
回
合
宿

第
３
回
能
登
演
劇
堂
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演

「
い
の
ち
ぼ
う
に
ふ
ろ
う
物
語
」

第
21
回
合
宿

「
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ミ
ス
デ
ィ
ジ
ー
」

（
民
藝　

仲
代
氏
出
演
）

第
22
回
合
宿 

「
長
州
異
聞
」

第
23
回
合
宿 

「
ド
ン・
キ
ホ
ー
テ
」

第
24
回
合
宿 

「
長
州
異
聞
」

第
25
回
合
宿

第
４
回
能
登
演
劇
堂
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演

能
登
限
定
公
演「
マ
ク
ベ
ス
」

｢

ジ
ョ
ン・
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
呼
ば
れ
た
男｣

第
26
回
合
宿 

「
炎
の
人
」

第
27
回
合
宿 

「
友
達
」 

「
ホ
ブ
ソ
ン
の
婿
選
び
」

第
28
回
合
宿 ｢

無
明
長
夜｣

「
授
業
」（
仲
代
氏
）

第
５
回
能
登
演
劇
堂
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
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Ｑ
１ 

旧
中
島
町
を
訪
れ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

　

私
は
役
者
で
す
の
で
、芝
居
の
巡

業
で
あ
る
と
か
、映
画
の
ロ
ケ
で
あ

る
と
か
、全
国
各
地
を
回
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。も
う
、日
本
全
国
す

べ
て
の
と
こ
ろ
を
回
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
よ
。

　

あ
る
と
き
、無
名
塾
の
演
出
家
の

林
が「
仲
代
さ
ん
、能
登
半
島
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」と
聞

く
の
で「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
」と

答
え
た
ん
で
す
け
ど
、日
本
地
図
を

広
げ
て
み
る
と「
あ
っ
、能
登
半
島

は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。金
沢
ま
で

だ
」と
分
か
っ
た
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
昭
和
58
年
の
10
月
頃
だ
っ

た
で
す
か
ね
、10
日
間
く
ら
い
休
み

が
あ
っ
た
の
で「
行
っ
て
い
な
い
の
な

ら
、能
登
半
島
へ
」と
な
っ
て
、女
房

と
女
房
の
お
袋
、そ
し
て
林
と
私
で

能
登
半
島
に
行
っ
た
ん
で
す
。林
の

友
達
が
旧
中
島
町
に
い
た
の
で
、そ

こ
に
泊
ま
り
な
が
ら
、10
日
間
能
登

半
島
を
巡
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。そ
の

時
、こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

が
日
本
に
あ
っ
た
の
か
と
感
動
し
た

こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
憶
え
て
い

ま
す
。山
が
あ
り
、海
が
あ
り
、魚

も
お
い
し
い
。そ
う
いっ
た
旅
行
で
訪

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
ね
。

Ｑ
２ 
当
時
の
印
象
は
？

　

日
本
列
島
あ
ち
こ
ち
行
き
ま
し

た
が
、こ
こ
は
ほ
か
と
は
違
う
と
思

い
ま
し
た
。一
つ
目
は
、夜
空
の
星
が

近
い
。二
つ
目
は
、能
登
の
人
た
ち

は
、人
情
深
く
素
朴
な
人
た
ち
が

多
い
。こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
ん
だ
と
本
当
に
思
い
ま
し
た
。

　

無
名
塾
は
東
京
に
稽
古
場
が
あ

り
ま
す
が
、昔
は
倉
庫
み
た
い
な
小

さ
な
所
で
稽
古
を
し
て
い
た
ん
で

す
。大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
稽
古
を
し

た
い
と
思
っ
た
ら
、転
々
と
会
場
を

求
め
て
歩
き
回
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、能
登
半
島
を
旅
行
し

た
時「
空
気
が
き
れ
い
だ
し
、そ
こ

に
住
む
人
も
い
い
。食
べ
物
も
お
い

し
い
し
、こ
ん
な
と
こ
ろ
で
稽
古
が

で
き
れ
ば
最
高
だ
ね
」と
つ
ぶ
や
い

た
ん
で
す
。そ
し
た
ら
、旧
中
島
町

の
方
か
ら「
中
島
町
と
無
名
塾
の
若

者
を
交
流
さ
せ
て
、合
宿
を
し
た
ら

ど
う
で
す
か
」と
言
わ
れ
た
ん
で

す
。そ
の
言
葉
が
き
っ
か
け
で
１
週

間
、合
宿
を
し
た
ん
で
す
よ
。当
時

は
、各
家
庭
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。稽
古
場
所
は
、武
道
館

や
体
育
館
な
ど
を
借
り
、稽
古
を

し
ま
し
た
。そ
ん
な
合
宿
が
ず
っ
と

続
き
ま
し
た
ね
。

　

こ
の
30
年
、私
と
無
名
塾
、旧
中

島
町
は
、相
も
変
わ
ら
ず
こ
ん
な
関

係
を
続
け
て
い
る
ん
で
す
。

Ｑ
３ 

合
宿
や
演
劇
公
演
を
こ
の

七
尾
市
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

そ
れ
は
人
と
人
と
の
出
会
い
で

す
。初
め
は「
ど
う
し
て
、無
名
塾

を
合
宿
さ
せ
た
り
、お
世
話
し
た

り
し
な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
」と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
ね
。し
か
し
、毎

年
合
宿
を
続
け
る
と
、地
域
の
皆

さ
ん
と
打
ち
解
け
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
し
、中
島
商
店
街
を
歩

く
と
、皆
さ
ん
が
団
員
の
名
前
な
ど

を
覚
え
て
く
れ
て
、話
か
け
て
く
れ

た
ん
で
す
。そ
の
時
、町
民
に
な
っ
た

よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。

　

こ
の
よ
う
な
劇
団
と
地
域
の
人

た
ち
と
の
交
流
が
、30
年
間
も
続

け
ら
れ
て
い
る
っ
て
こ
と
は
珍
し
い

ん
で
す
。こ
れ
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の

懐
の
深
さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す

よ
ね
。

　

私
た
ち
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

期
待
に
応
え
る
べ
く
、年
に
一
度
、

無
名
塾
の
芝
居
を
作
り
全
国
公

演
す
る
ん
で
す
け
ど
、そ
の
ス
タ
ー

ト
は
能
登
演
劇
堂
か
ら
と
決
め
て

い
ま
す
。

Ｑ
４ 

能
登
演
劇
堂
の
魅
力
や

評
価
は
？

　

先
に
結
論
か
ら
言
い
ま
す
と「
日

本
一の
劇
場
」で
す
ね
。能
登
演
劇

堂
は
全
国
で
も
少
な
い
演
劇
専
門

ホ
ー
ル
で
す
。東
京
の
有
名
な
劇
団

で
も
、能
登
演
劇
堂
を
訪
れ
る
と
、

素
晴
ら
し
い
と
拍
手
を
す
る
ん
で

す
よ
。

　

ま
た
、舞
台
の
後
ろ
は
観
音
開
き

無
名
塾
主
宰

仲
代 

達
矢
さ
ん
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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そ
の
と
き

能
登
の
風
土
が

私
と
共
鳴
し
た
ん
で
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、屋
外
ま
で

も
舞
台
と
な
る
劇
場
は
世
界
で
も

珍
し
い
で
す
ね
。こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
劇
場
を
旧
中
島
町
で
作
っ
て
い
た

だ
き
、今
も
七
尾
市
と
し
て
運
用

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
世
か
ら
去
っ
た
と
し
て

も
能
登
演
劇
堂
は
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
日
本
の
演
劇
界
の
宝
」で

す
よ
。今
後
も
、み
ん
な
で
大
事
に

劇
文
化
と
し
て
位
置
づ
け
し
て
い

た
だ
く
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
Ｑ
５ 

市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

地
方
に
こ
ん
な
劇
場
が
あ
る
こ

と
は
、日
本
で
は
本
当
に
珍
し
い
こ

と
で
す
し
、素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。そ
し
て
、能
登
半
島
七
尾
市
、

能
登
演
劇
堂
を
中
心
と
考
え
、全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
芝
居
を
作

り
ま
す
。ぜ
ひ
、七
尾
市
の
皆
さ
ん

に
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、いっ
し
ょ

に
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

七
尾
市
民
の
皆
さ
ん
、こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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昭
和
４２
年
、旧
田
鶴
浜
町
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
開
業
。妻
の
実

家
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。「
他
店

と
の
競
争
な
ど
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、満
足
と
品
質
を
第
一

に
考
え
て
や
っ
て
き
た
」と
話
す
。時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
技
術

向
上
や
、省
エ
ネ
を
心
が
け
る
こ
と
、地
下
に
浄
化
槽
設
備
を
設
置

し
環
境
に
配
慮
す
る
な
ど
、地
域
に
愛
さ
れ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
を

目
指
し
た
。

　

ま
た
、県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
環
境
衛
生
同
業
組
合
の
理
事
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
。多
様
化
す
る
繊
維
製
品
に
対
応
す
る
た
め
講
習
会

を
開
催
す
る
な
ど
、業
界
全
体
の
発
展
に
も
尽
力
。「
こ
の
受
章
は
、

地
域
の
人
の
理
解
や
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
。私
一
人
の
力
で
は
な
い
」

と
地
域
の
人
や
関
係
者
への
感
謝
を
忘
れ
な
い
。

　

地
域
で
は
、民
生
委
員
を
24
年
間
も
務
め
、悩
み
を
持
つ
人
の
よ

き
理
解
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。「
和
を
も
っ
て
解
決
が
一
番
」と

話
す
そ
の
や
さ
し
い
表
情
か
ら
、ひ
た
向
き
な
姿
勢
が
伝
わ
る
。

　

幼
な
い
頃
、祖
父
の
膝
の
上
で「
世
の
た
め
、人
の
た
め
」と
よ
く
聞

か
さ
れ
た
。そ
の
言
葉
は
、今
も
赤
坂
さ
ん
を
突
き
動
か
し
て
い
る
。

　

36
歳
で
旧
田
鶴
浜
町
の
議
員
と
な
り
、議
長
な
ど
を
歴
任
。平

成
15
年
に
は
町
長
に
就
任
し
、合
併
ま
で
の
1
年
半
、町
政
の
発
展

の
た
め
に
奮
闘
し
た
。「
町
長
と
し
て
の
責
任
は
重
た
く
大
変
だ
っ

た
。世
の
た
め
人
の
た
め
と
い
う
信
念
で
や
って
き
た
」と
当
時
を
振

り
返
る
。「
家
庭
を
顧
み
ず
仕
事
が
で
き
た
の
は
、妻
の
お
か
げ
だ
」

と
内
助
の
功
に
感
謝
。

　

こ
れ
ま
で
に
大
き
な
病
気
に
直
面
し
、死
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ

た
赤
坂
さ
ん
。「
そ
の
時
、自
分
の
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
世
の
た
め
、人
の
た
め
と
い
う
信
念
を
よ
り
強
く
再
認
識

し
た
」と
話
す
。

　

今
は
下
水
道
管
理
会
社
で
常
務
取
締
役
を
務
め
、社
長
や
社
員

の
相
談
役
と
し
て
働
い
て
い
る
。「
今
後
は
、自
分
の
得
た
知
識
を
後

輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
意
欲
を
み
せ
る
。

赤
坂
　
隆

田
鶴
浜
町

元 

石
川
県
田
鶴
浜
町
長

［70歳］

旭
日
双
光
章

春
の
叙
勲

神
戸
宏
和

田
鶴
浜
町

元 

石
川
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

環
境
衛
生
同
業
組
合
理
事
長

［75歳］

旭
日
双
光
章

春
の
叙
勲

HUMAN
COLSE-UP
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立
川 

　
渉

和
倉
町

元 

日
本
郵
政
公
社
職
員

（
特
定
郵
便
局
長
）

瑞
宝
双
光
章

　

和
倉
温
泉
郵
便
局
長

や
、能
登
地
区
の
特
定
郵

便
局
長
業
務
推
進
連
絡

会
長
を
務
め
、42
年
間
郵

政
の
業
務
向
上
に
尽
力
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
郵
便
局
を
目
指
し
た
。退
職
後

は
、和
倉
温
泉
の
源
泉
供
給
会
社
の
社
長
と
し
て

和
倉
の
発
展
に
力
を
注
ぐ
。和
倉
の
話
を
す
る
温

和
な
表
情
は
、和
倉
への
思
い
に
溢
れ
て
い
た
。

［72歳］

春
の
叙
勲

松
原 

秀
雄

江
曽
町

元 

日
本
郵
政
公
社
職
員

瑞
宝
単
光
章

　

七
尾
郵
便
局
の
配
達

員
と
し
て
42
年
間
、雨
の

日
も
雪
の
日
も
郵
便
物

を
配
達
し
た
。「
昔
、雪
が

ひ
ど
い
日
は
歩
い
て
配
達

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、配
達
先
で
お
礼
を
言
わ

れ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
力
に
な
っ
た
」と
話
す
。

「
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
仕
事

が
で
き
た
」と
充
実
感
に
満
ち
て
い
た
。

［66歳］

春
の
叙
勲

辻 

　
正
明

中
島
町
藤
瀬

現 

七
尾
市
第
２
消
防
団

副
団
長

藍
綬
褒
章

　

昭
和
52
年
か
ら
消
防
団

員
と
な
り
、分
団
長
を
務

め
る
な
ど
地
域
防
災
に
尽

力
。「
自
分
の
町
は
自
分
で

守
る
」と
い
う
使
命
感
の
も

と
、今
で
も
団
員
を
続
け
て
い
る
。後
輩
か
ら「
消
防

団
に
入
って
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、こ
の
上

な
い
喜
び
」と
話
す
。町
を
守
る
信
念
を
受
け
継
い
で

も
ら
う
た
め
今
後
も
後
進
の
指
導
に
当
た
る
。

［63歳］

春
の
褒
章

脇
本  

伸
一

中
島
町
塩
津

元
１
等
陸
尉

瑞
宝
双
光
章

　

自
衛
官
だ
っ
た
伯
父
に

憧
れ
て
陸
上
自
衛
官
と

な
り
、35
年
間
務
め
た
。

「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の

支
え
が
あ
って
職
務
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
た
」。好
き
な
言
葉
は「
一
所

懸
命
」。こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
で
奮
闘
し

た
話
を
す
る
姿
に
、何
事
に
も
一
途
に
取
り
組
む

姿
勢
を
感
じ
た
。

［61歳］

中
村  

純
一

中
島
町
豊
田

元 

神
奈
川
県
警
部
補

瑞
宝
単
光
章

　

東
京
で
生
ま
れ
、昭
和

34
年
か
ら
35
年
間
、神
奈

川
県
警
察
に
勤
務
。10
年

間
、機
動
隊
と
し
て
危
険

な
警
備
な
ど
に
就
い
た
。

「
毎
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
培
っ
た
体
力
は
、今
も

警
備
員
の
仕
事
で
役
立
っ
て
い
る
」と
話
す
。取
材

中
、背
筋
が
伸
び
た
ま
ま
の
対
応
か
ら
、今
で
も

警
察
官
ら
し
い
き
り
っ
と
し
た
空
気
を
感
じ
た
。 ［72歳］

開
化 

三
智
男

能
登
島
向
田
町

元 

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合

消
防
司
令

瑞
宝
単
光
章

　

昭
和
46
年
か
ら
消
防

士
と
し
て
32
年
間
勤
務
。

一
人
で
勤
務
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
当
時
を「
万
が

一
の
時
に
は
、地
元
の
消

防
団
が
頼
り
だ
っ
た
。感
謝
し
て
い
る
」と
振
り
返

る
。火
の
怖
さ
を
誰
よ
り
も
知
る
開
化
さ
ん
。「
火

が
、確
実
に
消
え
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
ほ
し
い
」と
強
調
し
て
い
た
。

［70歳］

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
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問☎54-0300問☎68-2277

問☎84-1175   

　県内最大規模の公募展「現代美術展」から選抜した、日本画・洋画・
彫刻・工芸・書・写真の6部門、229点（うち市内在住者の作品は73点）
を展示。昨年人間国宝に認定された珠洲市出身の木工芸作家・灰外
達夫氏の作品も初展示。日本を代表する大家からお知り合いの作品
まで、石川の美術の今をお楽しみください。
６月７日（金）～30日（日）（月曜休館）
■開館時間 ９：00～17：00
　　　　 （入館は16：30まで）
■観 覧 料 一般500円　大高生350円
　　　　　　　※中学生以下無料

ブルーの蘭花展

７月3日（水）まで
目にも涼しいブルーの花 を々中心に
展示します

親子ダンボールアート教室開催
参加者募集中 ！
６月９日（日）

市民無料デー
毎月29日

館内レストランでワンコインランチ（500円）
をしています。お気軽にご利用ください。

第69回
現代美術展七尾展

■料 金 大人………1,000円
　　　高校生以下…500円

土曜日 ①14：00～ ②19：00～
日曜日 ①10：00～ ②14：00～

６月15日（土）、16日（日）

地人会新社　朗読劇
「この子たちの夏」１９４５・ヒロシマ　ナガサキ

かとうかず子 高橋紀恵 床嶋佳子

日本ガラス工芸協会創立40周年記念－紡がれた現代ガラス
■会　　期　前期展示は６月24日（月）まで
　　　　 　後期展示を６月29日（土）から開催します
■休 館 日　６月18日（火）、25日（火）～28日（金）
■開館時間　9：00～17：00　入館は16：30まで
■入 館 料　一般800円　中学生以下無料

１日こども館長
１日こども館長になって、ガラ美の
誕生日を一緒に祝おう！
7月29日（月）　9：30～12：00
■参 加 費　無料
■対　　象　小学生（保護者同伴可）
■定　　員　3人（要申込）
■申込締切　６月30日（日）

エコガラス風鈴　かんたん絵付け
７月14日（日）
10：00～11：30、13：30～15：30
■参 加 費　800円、1,000円　
■会　　場　美術館会議室
蛍光灯をリサイクルしたガラス風鈴に、オリジナルの絵付けをします。

’12 日本のガラス展（石川巡回展） 

問☎53-1500

予　約
受付中

映画 

「わが母の記」上映！！

サンビーム日和ヶ丘 自主上映会

問☎66-2323
公益財団法人 演劇のまち振興事業団

　井上靖の自伝的小説「わが母の記」3部
作（講談社文芸文庫刊）を、「クライマーズ・
ハイ」の原田眞人監督が映画化。役所広
司、樹木希林、宮崎あおいら実力派キャスト
で10年間にわたる親子、家族の愛を描く。昭
和39年、小説家の伊上洪作は、父が亡くなり
母・八重の面倒を見ることになる。幼少期に
母と離れて暮らしていたため距離を置いて
いた洪作だったが、妻や3人の娘、妹たちに
支えられ、自身の幼いころの記憶と八重の
思いに向き合うことに。八重は薄れゆく記憶
の中で息子への愛を確かめ、洪作はそんな
母を理解し、次第に受け入れられるように
なっていく。第35回モントリオール世界映画
祭ワールド・コンペティション部門で審査員
特別グランプリを受賞。第36回日本アカデ
ミー賞最優秀助演女優賞（樹木希林）受賞。

　唯一の原子爆弾被爆国である日本。日本人としての経験を記録でなく記憶
に留めたいと、膨大な資料の中から、テーマを「母と子」に絞り朗読劇としてま
とめた作品です。
　被爆者や遺族の証言、手記、詩歌などに込められた生の声が、朗読という
シンプルな手法で浮かび上がる。
いのち、そして絆とは何かを考える夏。家族そろってご観賞ください。

８月１日（木）14：００～　　８月２日（金）１４：００～
構成・演出／木村光一
出演／かとうかず子　高橋紀恵　床嶋佳子　西山水木　根岸季衣　原日出子

■料金 一般　4,000 円 ／ 高校生以下　1,500円
　　　 （全席指定・当日500円増・未就学児の入場不可）

　　　 平成２５年度文化庁劇場・音楽堂等活性化事業
西山水木

美術文化優秀賞・委嘱賞
洋画「月の舟に乗って」田井淳（金沢市）

根岸季衣

横山尚人「楽園の長老」2012年

原日出子

準委嘱賞
洋画「ライフライン」浮田正樹（津幡町）
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問☎84-1271のとじま水族館

松井秀喜の言葉力
週刊ベースボール編（ベースボール・マガジン社）
　巨人、運命、ホームラン、精神力、ヤンキース、野球哲学…。松井秀喜の激動の20
年間の軌跡を、松井本人による名言・珍言からたどります。
　引退発表後のスペシャル・インタビュー「松井秀喜 in NEW YORK」、また、特別
寄稿として、中畑清をはじめとする彼を深く知る11人のコラムも収録しています。
　読者は、この本によって、松井秀喜をより深く愛せます。また、同じ時代を過ごし
た自分の事も振り返ることができます。

中央図書館 ☎53-0583
本府中図書館 ☎53-3662
田鶴浜図書館 ☎68-6785
中島図書館 ☎66-8000

※七尾市立図書館のホームページでは、各図書館の最新情報が見られます。
　また、全図書館の蔵書検索もできます。
　ぜひご利用ください。

幻坂
有栖川有栖 著（メディアファクトリー）

　大阪の高台にある清水寺の境内で、浪華の町を一望する松尾芭蕉。その
終焉のときを描き、賞賛を浴びた「枯野」や「天王寺七坂」と呼ばれるそれ
ぞれの坂を舞台にしたゴーストストーリーなど、全９編を収録しています。

≪小説≫

≪随筆≫

平成24年度市立図書館ベストランキング

皆さんは、もう読まれましたか？ 図書館を利用してください。

１．「舟を編む」 三浦 しをん
２．「等伯」上下　安部 龍太郎　
３．「ナミヤ雑貨店の奇蹟」 東野 圭吾　
４．「三匹のおっさん」ふたたび　有川 浩
５．「ビブリア古書堂の事件手帖」 三上 延
 ６．「麒麟の翼」 東野 圭吾
 ７．「虚像の道化師」 東野 圭吾
 ８．「謎解きはディナーのあとで」２　東川 篤哉
 ９．「真夏の方程式」 東野 圭吾
 10．「海賊と呼ばれた男」上下　百田 尚樹

能登のウニ・ヒトデ展好評開催中

どんな魚が釣れるかな？　親子釣り教室

みんなでカメプールのお掃除をするよ

イルカとのふれあいプール

七尾市立図書館 検 索

企画展 「能登のウニ・ヒトデ展」 開催中 （6月30日（日）まで）
　「能登の里海」に住む生きものを紹介しています。今回は海辺で馴染みのある
ウニやヒトデがテーマです。

親子釣り教室開催
　釣りをしたことがない、始めたばかりという親子(小学生とその保護者)を
対象に釣り教室を開催します。
開催日 6月16日（日）
時　間 集合13：30　解散16：00
参加費 大人1,000円、小人800円（入場料、貸し竿代、エサ代含む）
対　象 釣りをしたことがない、または初心者の人　小学生とその保護者(親子限定)
定　員 20人(先着順)
申　込 電話にて受付中

親子で体験！チャレンジメニュー開催
　飼育員と一緒に水族館の裏側をじっくり体験します。
今回のテーマはウミガメの飼育です。
開催日 6月23日（日）
時　間 集合10：00　解散15：00
参加費 無料(但し、水族館入場料が必要です)
対　象 小学生とその保護者
定　員 20人(抽選)
申　込 ファクスかメールにて受付中（6月15日（土）締切）
 FAX 84-1273　メール info@notoaqua.jp
イルカとのふれあいプール
　天候を問わず、年齢を問わず、かわいいイルカたちと
握手したり、観察したりして気軽にふれあえるプールです。
イルカの肌の感触を確かめてみませんか?
7月14日（日）まで毎日
10：40、11：50、13：40、15：10
定員各回20人
一般500円、中学生以下（3歳未満除く）300円
予約不可。当日窓口にてお申し込みください。

なにわ

ざっそうの名前
長尾  玲子 作（福音館書店）

　太郎はヒメジョオンというきれいな花が雑草と聞いてびっくり。そしてお
じいちゃんに家の周りの雑草の名前を教えてもらいます。「雑草にも、ひとつ
ひとつ、名前があるんだよ。」草花の特徴を捉えた、美しい刺繍の絵本です。

幸村去影
津本  陽 著（徳間書店）

　死に場所と決めた大阪の陣を、真田幸村はいかに生きたか。武将として、父と
して、愛する女を思いやる男として、幸村を新たな視点で描き出す合戦小説。
　口絵には冬の陣と夏の陣の配陣図が描かれ、一気に幸村の世界へ浸れます。

１．「定年悠 」々 小林 深
２．「“あの日のそのあと”風雲録」 林 真理子
３．「おやじネコは縞模様」 群 ようこ　
４．「美女の七光り」 林 真理子
５．「やりたいことは二度寝だけ」 津村 記久子
 ６．「異性」 角田 光代
 ７．「中年心得帳」 林 真理子
 ８．「一日」 西村 賢太
 ９．「94歳。寄りかからず。前向きにおおらかに」 吉沢 久子
 10．「新・幸福論」 五木 寛之
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今月の市民相談

有
料
広
告
欄

広報ななお

相談の種類

行政困りごと相談
相談担当者：行政相談委員

市民くらしの相談
相談担当者：民生児童委員、人権擁護委員

法律相談（予約制・先着5人）
相談担当者：弁護士

登記相談（予約制・先着4人）
相談担当者：司法書士、土地家屋調査士

消費生活相談
相談担当者：消費生活相談員、担当職員

クレ・サラ相談（予約制・先着5人）
相談担当者：弁護士

行政・市民くらしの相談
相談担当者：行政相談委員、人権擁護委員

女性なんでも相談
相談担当者：専門相談員

結婚相談
相談担当者：七尾市認定結婚相談員（縁結びist）

児童・ひとり親・女性相談
相談担当者：担当職員

主な内容 時　間

10:00～12:00

13:00～15:30

13:00～15:00

９:00～17:00

13:30～16:00

13:00～15:00

13:00～17:00

17:30～19:30

９:00～17:00

10:00～12:00
13:00～15:00

相談日
6月17日（月）
7月 1 日（月）　

（※祝日は除きます）

毎月第1～
第4水曜日

毎週月～金曜日

6月24日（月）
7月 8 日（月）

6月21日（金）
7月 5 日（金）
7月12日（金）

6月２8日（金）

6月２０日（木）

毎月第１～第４
火・金・土曜日

毎週火曜日

毎週月～金曜日

場　所

本庁
市民相談室

田鶴浜市民センター、
中島市民センター、能登島市民センター

パトリア５階
フォーラム七尾

パトリア５階
フォーラム七尾

ミナ．クル２階
第１相談室、各市民センター

親と子のなんでも電話
相談室（オアシスライン） 13:00～16:00毎週月～金曜日

国・県・市などの行政機関に対する
意見や要望など

日常生活の困りごと、人権相談

借家・借地・金銭貸借・多重債務・
相続・離婚などの法律問題

相続・登記・財産管理・多重債務・
土地の境界について

悪質商法などの消費トラブル

クレジット会社やサラ金の借入・
連帯保証など金銭問題

行政相談、日常生活の困りごと、
人権相談

女性の悩み・ＤＶなど
（電話相談有り ☎５２-７８３０）

結婚に関する相談

養育・家庭生活・DVなど

対象：小中高校生およびその保護者
内容：悩んでいること、困っていることなどなんでも

問市民男女協働課　☎53-1112

問男女共同参画室　☎52-5222

問ミナ．クル２階　子育て支援課　☎53-8419

問親と子のなんでも電話相談室　☎52-0783
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今月の休日医療情報

■休日当番薬局（土）

　今月の特集はいかがだったでしょ
うか。中島町と言えば演劇の町。し
かし、なぜ町おこしに演劇なのか、
どうして中島町は仲代達矢さんや無
名塾と縁があるのか、そんな疑問か
ら取材をスタート。歴史をたどると
偶然の出会いが必然だったかのよう
に思ってしまいます。今月号の特集
からロングラン公演が終演するまで、
広報でははじめてシリーズ特集を企
画しています。お楽しみに。（高木）
　　　　　
　春の叙勲・褒章を受章された皆
さん、本当におめでとうございます。
初めてのインタビュー取材で緊張し
たのですが、皆さんとても温かく対
応してくださいました。受章された
皆さんの功績や人柄を記事でうまく
伝えられたかわかりませんが、共通
して感じたことは、強い信念で続け
てこられたこと。信念をもって仕事
をする大切さを教えていただきまし
た。ありがとうございました。（山口）

検 索七尾市休日当番医

6月16日
（日）

6月23日
（日）

6月30日
（日）

7月7日
（日）

6月15日（土） 6月22日（土） 6月29日（土） 7月6日（土）

休日歯科当番医
9：00～12：00

木山歯科医院
☎66-1878
中島町浜田

休日在宅当番医
9：00～12：00 診療科目

内科

内科・胃腸内科

内科

内科

内科

内科

胃腸科・
外科・内科

眼科

田中内科クリニック
☎57-5660
藤橋町

おくむら内科胃腸科医院
☎57-0753
下町

岡部内科クリニック
☎52-3007
本府中町

山﨑医院
☎62-2209
石崎町

北村病院
☎52-1173
御祓町

藤田医院
☎0767-26-1021
羽咋市大町

国下整形外科医院
☎54-0131
大和町

村田医院
☎66-0017
中島町上町

小児休日当番医
9：00～12：00

休日当番薬局
9：00～12：00（開局時間）

コトブキ薬局
FAX52-8114

桜町

公立能登総合病院
☎52-6611
藤橋町

恵寿歯科
☎53-6155
桜町

みそぎ薬局
FAX52-8281

小島町

やまざきクリニック
☎53-4976
つつじが浜

浜岸歯科医院
☎52-5115
湊町

瀬川薬局
FAX53-3557

鍜冶町

恵寿総合病院
☎52-3211
富岡町

戸代原歯科医院
☎53-1075
塗師町

あさひ薬局
FAX57-8155

千野町

さはらファミリークリニック
☎62-3765
石崎町

中島薬局
FAX72-3370
中能登町能登部下

ペンギン薬局
FAX53-8110

御祓町

おおなり薬局
FAX54-8087

大和町

中山薬局
FAX52-1382

生駒町

問健康推進課　☎53-3623

※当番薬局へ行く場合は、事前に電話連絡（各店共通携帯電話090-1310-3909）をしてください。
　また、開局時間以外も対応しますので、事前に電話連絡をしてください。

内科・外科・眼科 (旧 浜野病院)

午前9：00～12：00
午後2:00～5：00
※金曜外科休診

浜野西病院では看護師さんを募集中です
お問い合わせは52-3262まで

ホームページは　http://hamano-hp.or.jp

※

H25.4月1日より診療日、時間が変更になります。
ご迷惑をおかけしますが、お気を付け下さい

２０１３年度コース 生徒募集

小丸山教室

無料体験
レッスン実施中 !
・英会話、読み書き（多読学習）
・英検、TOEIC資格対策
・２才児～高校生（大人）まで
お気軽にお問い合わせください

ウォルシュ千鶴・ロブ
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住まいに
関する
助成制度
平成25年度版

県
外
か
ら
転
入
し
た
方
へ

賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
時…

【子育て世帯】
世帯主の子ども（中学生以下）と同居する世帯

【新婚世帯】
夫婦のいずれかが初婚で婚姻してから3年までの世帯

【低額所得世帯】
入居者の所得合計額が月額158,000円以下の世帯
（小学生未満の子がいる場合は月額214,000円以内）

【対象者】
上記の世帯で以下の要件にすべて該当する人
①民間賃貸住宅に住所登録していること
②住民登録をしていない同居人がいないこと
③市税などを滞納していないこと
④上下水道使用料を滞納していないこと
⑤生活保護受給世帯でないこと

【助成期間】
交付開始月から72カ月以内（最長6年）

【担当課：都市建築課】 53-8429

七尾市賃貸住宅家賃助成金

市内の民間賃貸住宅（集合住宅や一戸建て住
宅）に住む子育て世帯や新婚世帯の低額所得
の人を対象に家賃の一部を助成

月額1万円 (家賃が1万円未満の時はその額）助成金

【対象者】次のすべてを満たす人　　　　　　　　　　
①転入前10年以上石川県外に住んでおり、平成25年
　4月1日以降に七尾市へ転入した人
②転入前10年以上七尾市の市民税が課税されていない人

移住定住促進　住宅取得補助

移住定住促進　住宅家賃補助

県外から転入し、一戸建て住宅を新築、購入
（改修を含む）した人に交付

県外から転入し、民間賃貸住宅（集合住宅や一
戸建て）に入居した人に家賃の一部（最大月額
1万5千円）を交付

最大100万円 新築・購入・改修費用の50％補助金

月額1万5千円 （月額家賃の50％）補助金

【補助期間】転入後3年以内
【対 象 者】次のすべてを満たす人　　　　　　　　
①転入前10年以上石川県外に住んでおり、平成25年
　4月1日以降に七尾市へ転入した人
②転入前10年以上七尾市の市民税が課税されていない人
※七尾市賃貸住宅家賃助成金との併用はできません。

【担当課：企画財政課】 53-1117

【担当課：企画財政課】 53-1117

Nanao
Life!
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住
宅
を
取
得
す
る
時…以下の要件に該当する人は上記金額に加算

①市内建築業者から新築するか新築住宅を購入

②市外から転入した人

③中学生以下の子どもと同居 1人につき

④「向陽タウンはまだ」（中島町地内）
　  分譲宅地で新築

住宅を耐震改修する時…

七尾産材使用住宅助成制度

石川県の「いしかわの木が見えるたてもの推進
事業」に申請した人で、七尾産材を5㎥以上使用
し、70㎡以上の木造住宅を新築または新築住宅
を購入する人に交付

【担当課：農林課】 53-8510

10万円助成金

【担当課：都市建築課】 53-8429

七尾市定住促進住宅取得奨励金

金融機関から借り入れをして、1戸建て住宅を新
築または購入する人に交付

30万円

最大20万円
最大20万円
最大10万円

借り入れ金額の3%(上限30万円）奨励金

【担当課：都市建築課】 53-8429

既存木造住宅耐震改修事業

昭和56年5月31日以前に建築または工事着手した木造住宅を
無料で相談または専門知識を持ったアドバイザーを派遣し、耐
震改修をする人に交付

最大10万円耐震診断

最大20万円耐震設計

最大130万円耐震改修

【新築または新築住宅を購入】

七尾市まちなか居住再生事業

中心市街地（まちなか区域）で、前面道路が4m未
満の市道である敷地で、道路中心線から3ｍ以上
後退（市に寄付または売却）することを前提に市
内建築業者で施工する人に交付

最大150万円
奨励金

【住宅建替え奨励金】

10万円 借り入れ金額の1%(上限10万円）奨励金

【中古住宅を購入】

★「向陽タウンはまだ」分譲宅地17区画好評分譲中！

最大200万円

【担当課：都市建築課】 53-8429

既存住宅の解体費の50%
建替えにかかる借入金額の10%

最大100万円
奨励金

【共同住宅建設奨励金】

設計費の50%
１戸につき限度額100万円　建設費の10%

最大50万円
奨励金

【住宅建設用地売買奨励金】

用地取得費の10%

最大50万円
売主が解体する場合解体費の50%

17 七尾ごころ



ななおで暮らす人を応援します！

そ
の
他
の
住
ま
い
に
関
す
る
助
成･･･

【担当課：産業振興課】 53-8565

勤労者信用保証料
補給金交付制度

労働組合に加入していない事業所で働
く市内在住の人が、住宅を新築、増改
築、購入するために、北陸労働金庫から
融資を受ける場合に交付

保証料 3年分補給金

【担当課：産業振興課】 53-8565

勤労者小口資金
融資制度

市内に2年以上居住し、同一の事業所に
1年以上働く人に、生活の維持・向上に必
要な資金を融資

最大100万円限度額

【担当課：環境課】 53-8421

住宅用太陽光発電
システム設置補助金

自ら居住する市内の住宅（新築含む）に太
陽光発電システムを設置する人に交付

最大20万円補助金

【担当課：環境課】 53-8421

家庭用ごみ減量機器
設置補助金

家庭用ごみ減量機器（コン
ポスト・電気生ごみ処理機）
を設置する人に交付

最大3万円補助金

【担当課：上下水道課】 53-1972

水洗便所等改造資金
利子補給制度

供用開始後、3年以内に下水道に接
続する人が工事に必要な資金の融
資を受ける場合に交付
※償還期間60カ月以内

最大100万円補給金

【担当課：上下水道課】 53-1972

下水道等排水設備工事費
補助金制度

くみ取り式便所または単独浄化槽を
使用している人が、供用開始後１年
以内に下水道に接続する場合に、工
事費が50万円を超える部分を補助
合併処理浄化槽を使用している人
が、供用開始後３年以内に下水道に
接続した場合に、一律30万円の補助

最大30万円補助金

発電量1kwあたり5万円

補助率50％

利子の全額

①

②
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な な お 時 記催 6 10   7 7

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

7/1 2 3 4 5 6 7

月 日

月 火 水 木 金 土 日

有
料
広
告
欄

●七尾市議会（提案理由）
　議会事務局
☎53-8433
●石川県民大学校
　「四季を楽しむ園芸教室」
　申込締切日
　七尾東雲高等学校
☎57-1411
●児童手当振込日
　子育て支援課
☎53-8445

問

問

問

●高校生カフェ・レス
　「しののめ夢パーク」
　営業日
　七尾東雲高等学校
☎57-1411
問

●自主上映映画
　「わが母の記」
　（6月16日まで）
　サンビーム日和ヶ丘
☎68-2277
●七鹿社会教育協会
　創立五周年記念講演会
　七鹿社会教育協会
☎52-0576

問

問

●七尾市議会
　（一般質問）
　議会事務局
☎53-8433
●地域審議会の委員
　募集申込締切日
　企画財政課
☎53-1117

問

問

●七尾市議会
　（一般質問）
　議会事務局
☎53-8433
●市営住宅入居者・
　補欠者募集締切日
　都市建築課
☎53-8429

問

問

●市長談話室
　広報広聴課
☎53-8423
問

●高校生カフェ・レス
　「しののめ夢パーク」
　営業日
　七尾東雲高等学校
☎57-1411
●手話奉仕員養成講座
　（入門課程）
　申込締切日
　七尾市社会福祉協議会
☎52-2099

問

問

●七尾☆のじマーケット
　のじマーケット本舗
☎080-3761-4255
問

●’12日本のガラス展
　前期展示最終日
　能登島ガラス美術館
☎84-1175
●「子どもの人権110番」
　相談（6月30日まで）
　金沢地方法務局七尾支局
☎53-1721

問

問

●七尾市議会
　（採決など）
　議会事務局
☎53-8433
問

●市長談話室
　広報広聴課
☎53-8423
問

●高校生カフェ・レス
　「しののめ夢パーク」
　営業日
　七尾東雲高等学校
☎57-1411
問

●七尾東雲高等学校
　第4回卒業公演
　「南総里見八犬伝」
　（6月29日まで）
　七尾東雲高等学校
☎57-1411
●行政提案型協働事業
　申込締切日
　市民男女協働課
☎53-8633
●児童手当現況届提出期限
　子育て支援課
☎53-8445

問

問

問

●’12日本のガラス展
　後期展示
　（9月1日まで）
　能登島ガラス美術館
☎84-1175
●のと蘭ノ国
　七尾市民入場無料デー
　のと蘭ノ国
☎54-0300

問

問

●カナダデー・フェア
　カナダ建国記念日を楽しもう！
　市民男女協働課
☎53-8633
●第69回現代美術展
　七尾展最終日
　七尾美術館
☎53-1500
●子ども館長申込締切日
　能登島ガラス美術館
☎84-1175

問

問

●産業化資源事業化
　可能性調査事業
　申込締切日
　産業振興課
☎53-8565
問

●ブルーの蘭花展
　最終日
　のと蘭ノ国
☎54-0300
問

●高校生カフェ・レス
　「しののめ夢パーク」
　営業日
　七尾東雲高等学校
☎57-1411
問

●キリコ見学バス
　（あばれ祭り）
　和倉温泉観光協会
☎62-1555
問

●互市祭
　観光交流課
☎53-8424
●池田コレクション
　が語るもの
　（8月4日まで）
　七尾美術館
☎53-1500

問
●能登島ロードレース
　観光交流課
☎53-8436
問

●なかじまにぎわい
　マーケット
　なかじまにぎわい
　プロジェクト
　（中島市民センター内）
☎66-1111

問

問

問
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情報通！

速報

NANAO
第３回『ななお景観賞』募集
　皆さんの周りで雰囲気のいい建
物や、続けられている地域活動は
ありませんか？
　「ななお景観賞」は、このような
建物や活動を表彰するものです。
■募集対象
　① 2 年以上地域の美化運動や緑

化などの活動を続けているもの
　②周辺景観と調和した建物など
　（ 5 年以内に新築や増改築な
どを行ったもの）

　

■応募方法
応募用紙は市役所、市民セン
ターおよび公民館にあります。
（市ホームページからもダウン
ロードできます）
■募集期限　 7月31日㈬（必着）
■発表　12月に新聞などで発表
　 都市建築課　☎53-8469

第３回ジュニア・エコノミー
カレッジ in ななお
『みんなは未来の大社長』
参加者募集
　小学生が模擬株式会社を設立し、ビ
ジネスプラン（仕入れ・販売計画）を作
成し、資本金と借入金を元手に実際に
販売を行い、利益分配、会社の解散を行
う起業体験プログラムです。（全４回）
■日時　 8月 4日㈰～10月20日㈰
■場所　七尾商工会議所ほか
■対象者　市内小学校
　　　　　 5年生・ 6年生
■定員　１チーム 5人を13チーム
■参加費　１人5,000円
　　　　　（受講費、合宿費など）
■募集期限　6月17日㈪～ 7月12日㈮

　　　七尾商工会議所青年部
　　　☎54-8888

調理師を目指しませんか！
平成25年度調理師試験準備講習会
調理師試験準備講習会　全４日間
■日時　 8月 1日㈭、2日㈮、
　　　　 8日㈭、9日㈮
　　　　 9：00 ～ 16：00
■場所　羽咋勤労者総合福祉センター
■料金　27,000円（教材含む）
　 石川県調理師会羽咋支部
　 ☎080-2957-5550（山田）

募集

問

市の人口

平成25年 4 月30日現在
先月比較 ※外国人含む
世　帯 22,220世帯（39）
人　口 57,492人（24）
　男　 27,196人（21）
　女　 30,296人（ 3 ）
年齢別人口
0 ～20歳 9,676人
21～64歳 29,973人
65歳～ 17,843人
転入 213人 転出 146人
出生 30人 死亡   75人
婚姻 17件 そのほか   2 人

納税のお知らせ

市・県民税（１期）
＊納期限： 7 月 1 日㈪

今月の『税情報ななお』

「税情報ななお　第１号」回覧
～市・県民税の納税通知書を
6 月14日㈮に送付します！～

献血の詳しい情報は

石川県赤十字血液センター 検索

愛の献血

■日時　 6 月 9 日㈰
9：30～12：00 13：00～15：00
■場所　七尾サンライフプラザ

第２回ななお景観賞受賞作品

飯川町の大欅と街並み

本宮保育園新築

問・申

問
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公立能登総合病院
職員募集
■専門職
　薬剤師 4 人
　臨床検査技師 1 人
　作業療法士 1 人
　臨床工学技士 １人
　助産師 2 人程度
　看護師 14人程度
■募集期限
　 6月17日㈪～ 7月23日㈫
■試験日　 7月28日㈰
　 　  公立能登総合病院
　 　  総務課　☎52-8749

市営住宅入居者および
補欠者募集
■募集住宅
　奥原住宅　10,000円～19,600円
　古府住宅　13,300円～33,700円
　代本住宅　51,400円～53,900円
■家賃など
　家賃は所得に応じ決定
　別途駐車料金の設定有
　入居時に家賃 3カ月分の敷金
■募集期限　 6月18日㈫
※申込資格・間取りなど、詳しく
はお問い合わせください。
　 都市建築課　☎53-8429

交流情報（氷見市）
「ひみキトキトまんが道大賞」
作品募集
　藤子不ニ雄Ⓐ先生の出身地であ
る氷見市では、まんがを生かした
まちづくりを進めるため、コンテ
スト「ひみキトキトまんが道大賞」
のまんが作品を募集します。
■テーマ　自由
■募集期限　 6月28日㈮必着
■表彰　大賞（副賞15万円）、
一般部門：優秀賞（副賞 5万円）・
佳作（副賞 2万円）
ジュニア部門：優秀賞（副賞　
図書カード 3 万円相当）・佳作
（副賞図書カード 1万円相当）
■審査委員長　藤子不二雄Ⓐ先生
※詳しくは、氷見市ホームページ
をご確認ください。
　 氷見市企画政策課
　 ☎0766-74-8011

NANAOファンを増やそう！
魅力発信プロジェクト
～行政提案型協働事業公募～
　市が提案するテーマに基づく事
業を、市内で活動する団体などに取
り組んでいただく事業です。団体か
ら企画提案を受け、実施内容を決
定。市と協力連携して取り組んでい
ただける団体を公募します。
■目的
　①市が行う事業のうち、市民が

主体的に行うことで効果的な
取組みを実現する

　②市民ニーズに合った公共サー
ビスを提供する

■内容
　市民レポーター養成講座の開催
　など
■応募要件
　①市内で活動する 5 人以上の団

体など
　②活動実績があることなど
■募集期限　 6月28日㈮必着
※詳細はお問い合わせください。
　 市民男女協働課　☎53-8633

地域審議会の委員募集
　地域審議会とは、合併で行政区域が拡大した市の施策に、地域住民の意見を反
映させるために、旧１市３町の区域を単位として設置された市の附属機関です。
■地域審議会の主な役割
　「七尾市まちづくり計画」の変更や執行状況など、市長の諮問に応じて審議・答
申したり、必要と認める事項に市長に対し意見を述べたりします。
■募集人数および内容
　・地域審議会（七尾、田鶴浜、中島、能登島）ごとに若干名
　・任期　 2年
　・会議　毎年 2回程度
■応募資格　七尾市民で、平成 6年 4月 1日以前に生まれた人
■募集期限　 6月 6日㈭～ 6月17日㈪（当日消印有効）
■応募方法　本庁・市民センター窓口に備え付けの応募用紙（市ホームペー

ジからダウンロード可能）に必要事項を記入のうえ、提出して
ください。（ＦＡＸ・メール可）

■決定方法　選考して決定します。
　　　企画財政課 ☎53-1117 Fax53-1819 E-mail：kikakuzaisei@city.nanao.lg.jp

石川県警察官採用募集

※「卒業見込み」とは、現在履修中または今後履修可能な科目の単位をすべ
て取得したと仮定した場合に平成26年 3 月までに卒業が可能であること
をいい、学校による卒業見込みの認定とは関係ありません。
※詳細はお問い合わせください。
　 石川県警察本部　☎076-225-0110  七尾警察署　☎53-0110

警察官Ａ
女性警察官Ａ

昭和57年 4 月 2 日～平成 5年 4月 1日
までに生まれた人
大学卒業および平成26年 3 月までに卒
業見込みの人

6月19日㈬まで
筆記試験
7月14日㈰
体力試験
7月20日㈯

警察官Ｂ
女性警察官Ｂ

昭和57年 4 月 2 日～平成 8年 4月 1日
までに生まれた人
大学卒業および平成26年 3 月までに卒
業見込みの人を除く

8月 5日㈪
～ 9月 3日㈫

筆記試験
9月22日㈰
体力試験
9月28日㈯

区分 受　験　資　格 受付期間 第１次試験日

問

問 問

問・申

問
問・申
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第26回JAPAN TENT
ホストファミリーを募集
　８月下旬に日本で学ぶ世界各国
の留学生が県内に集って滞在する
JAPAN TENTが開催されます。
七尾市でも20数名の留学生の受け
入れを予定しています。
　気をはらず普段の生活に留学生を
家族の一員として迎えてくれるホス
トファミリーを募集しています。皆
さんのご連絡をお待ちしています。
■受入期間　 8月22日㈭～25日㈰
　 市民男女協働課　☎53-8633

環境配慮型施設整備支援事業
　地球温暖化の防止や省エネ効果
の一助として、新たに屋上や壁面
緑化など、環境に配慮する市内企
業などに補助金を交付します。
■対象者　市内中小企業者および
個人事業者など
■対象事業　屋上緑化、壁面緑化、
太陽光発電システムなどの設置
■補助額　上限50万円
■補助率　 1／ 3
■申込期限　12月27日㈮
※審査して選考します。
　詳細はお問い合せください。
　 産業振興課　☎53-8565

環境にやさしい
チャレンジ企業等支援事業
　市内企業などが実施する里山里
海の利用保全活動を支援します。
■対象者
　市内中小企業者および個人事業
者など
■対象事業
　創意工夫で、新たな担い手として域
内の里山里海の利用保全を行って
いるモデル的事業
　【例】里山の森づくり
　　   （植樹、下草刈り、間伐など）
  　　 里海づくりの活動
　　   （海岸清掃、藻場再生など）
■補助額　上限50万円
■補助率　 1／ 2
■申込期限　12月27日㈮
※審査会を開催し、選考します。
　詳細はお問い合せください。
　 産業振興課　☎53-8565

平成25年度産業化資源事
業化可能性調査事業募集
　市内の中小企業などが地域資源
を活用した製品開発や、国・県な
どの施策を活用した事業に結びつ
けるために必要な調査（市場調査、
事業可能性調査など）の支援を行
います。
■補助事業者
　七尾市内に事業所がある中小企
業、または企業の振興にかかる
事業を行う団体で次の要件を満
たすもの
　①石川県に指定された地域資源

などを活用して事業計画を考
えていること

　②中小企業であって従業員が50
人以下であること

■補助額　上限50万円
■補助率　 2／ 3
■公募期限　 7月 1日㈪
※審査会を開催し、選考します。
　詳細はお問い合せください。
　 産業振興課　☎53-8565

カナダデー・フェア
カナダ建国記念日を楽しもう！
　カナダ出身の人たちと交流でき
ます！どなたでも気軽にご参加く
ださい。
■日時　　 6月30日㈰
　　　　　14：00 ～ 16：00
■場所　　七尾サンライフプラザ
　　　　　中ホール
■参加費　大人　　　　200円
　　　　　高校生以下　100円
■内容　・カナダの国旗作り
　　　　・カナダの食文化体験
　　　　・カナダ紹介など
　 

　 市民男女協働課　☎53-8633

ドキュメンタリー映画
「ひとにぎりの塩」上映
■日時　 6月 9日㈰
■場所　石川県七尾美術館
■時間　13：00開場 13：30開演
■鑑賞券　前売り　1,000円
　　　　　当日　　1,200円
■同時開催
　舞踊「等伯さん」七尾民謡会
　「能登の里山里海」写真映像上映
　能登の物産テント市
　 元気に頑張る能登のおっかちゃ
ん「赤いかっぽう着隊」事務局

　☎52-5028　田中

イベント

お知らせ
HIV（エイズ）血液検査
　HIV（エイズ）は身近な問題であ
り決して他人事ではありません。正
しい知識を持ち、また安心と早期発
見のため検査を受けましょう。
能登中部保健福祉センター
【迅速検査】
■日時　毎月第 1月曜日
　　　　 9：00 ～ 11：30
※約 1時間で結果がわかります。
【通常検査】
■日時　毎月第 2月曜日
　　　　 9：00 ～ 19：00
　　　　その他の月曜日
　　　　 9：00 ～ 11：30
羽咋地域センター
【通常検査】
■日時　毎月第 2月曜日
　　　　 9：00 ～ 11：30
※両会場の検査は、要予約（前週の
金曜日まで）
※匿名・無料で行っています。
※約10日後に結果がわかります。
　 能登中部保健福祉センター
　 ☎53-2482
　 羽咋地域センター
　 ☎0767-22-1170

問

問

問
問

問

問

問
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飛び出そう　舞台へ！
ピティナ・ピアノステップ開催
　ピアノステップとは、いつでも
参加でき、アドバイスがもらえる
公開のステージです。
■日時　 7月21日㈰
■場所　七尾美術館
■アドバイザー　高橋 悦 氏 他 2人
■申込期限　 6月17日㈪
※当日はどなたでも無料で見学で
きます。

　 ☎090-1110-8724（平島）

「らくらく運動教室」
楽しく動いて運動習慣を作ろう！
　運動不足の人、健康に関心のあ
る人、家族や友達同士お誘い合わ
せのうえ多数ご参加ください。
■日時　毎週木曜日
　　　　19：00 ～ 20：00
　　　　（平成26年 3月27日㈭まで）
■場所　七尾総合市民体育館
■講師　厚生労働省健康運動指導士
　　　　元橋美津子
■会費　 1カ月1,000円
※随時無料体験会を行っています
ので、興味のある人はぜひご参
加ください。
　 七尾総合市民体育館
　 ☎53-4242

東日本大震災義援金のお礼
　大震災で被災された方々に対
し、市民の皆様から多くの義援金
をお寄せいただいております。
　市民の皆様の善意に心から感謝
申し上げます。
義援金をいただいた方のご芳名
（敬称省略・順不同）
㈱赤留商会健康屋事業部、ナッ
ピィーモールお客様一同、公益社
団法人七尾青年会議所、石川県立
七尾東雲高等学校、奥原婦人会
　 福祉課　☎53-8463

高校生カフェ・レス「しののめ夢パーク]オープン！
■営業日時　 6月から 7月までの毎週木曜日
　　　　　　（ 7月18日㈭は営業しません）
　　　　　　16：00 ～ 17：00
■場所　　　七尾東雲高等学校 「しののめ夢パーク」
■販売商品　・加工食品（ジャム、クッキー、ウコン）
　　　　　　・野菜・草花
　　　　　※野菜、草花は季節により変更します

【しののめ夢パーク in パトリア】
■営業日　 6月15日㈯、7月20日㈯、8月17日㈯
■場所　パトリア１階　10：00 ～ 12：00 ※売り切れ次第終了します。
　 七尾東雲高等学校　 ☎57-1411

不法投棄を「しない！させ
ない！許さない！」
　日常生活で排出される「ごみ」を
適正に処理せず、不法投棄が行わ
れているのが実情です。市では、監
視員によるパトロールや警告看板
の設置などで不法投棄防止に努め
ています。
　しかし、空き缶やペットボトルの
ポイ捨て、家電製品や家具などの不
法投棄の事例が後を絶ちません。
　不法投棄を「しない、させない、許
さない」という気持ちで美しい七尾
市を守りましょう。
　不法投棄の現場を発見したときは、
直ちに環境課までご連絡ください。

　 環境課　☎53-8421

七鹿社会教育協会
創立五周年記念講演会
■日時　 6月15日㈯　13：30 ～
■場所　七尾サンライフプラザ
　　　　視聴覚室
■定員　約200人
■講師　増岡　弘　氏（声優）
　（「サザエさん」マスオ役など）
■入場無料
　 七鹿社会教育協会　☎52-0576

希望の丘公園へ「ササユ
リ」を見にきませんか
　希少なササユリが毎年初夏に、
淡いピンクで甘
い香りがする花
を咲かせます。貴
重なササユリを
ぜひ見に来てく
ださい。

ササユリは種から花を咲かせるま
で10年もかかる、とても繊細な植物
で、県の準絶滅危惧種にも指定さ
れています。希望の丘公園ではサ
サユリの保護育成に務めています。

※採取は固くお断りします。

■期間　 6月10日㈪～ 7月10日㈬
　公式ホームページ始めました！

　 希望の丘公園管理事務所
　 ☎52-9266

希望の丘公園 検索

ピティナ・ピアノ 検索

問

問

問

問

七尾市議会の日程
　平成25年第 2 回定例会が始まり
ます。日程は次のとおりです。
6月10日㈪10：00 ～　提案理由
6月17日㈪10：00 ～　一般質問
6月18日㈫10：00 ～　一般質問
6月25日㈫14：00 ～　採決など
※議会会議録は、市内各図書館や
市ホームページで閲覧可能です。

【議会を傍聴しませんか？！】
　入場前に住所・氏名を記入する
だけで、どなたでも傍聴できます。
（団体は事前申込）
　 議会事務局　☎53-8433問

問

問

問
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児童手当現況届は 6 月中
に提出を
　現況届は監護状況や所得の確認
をするため、毎年 6 月中に提出と
なっています。該当者には現況届
を送付しましたので、必ず提出し
てください。未提出の場合、6月以
降の児童手当は支給されませんの
でご注意ください。
　平成25年 1 月 2 日以降に転入し
た人は、平成25年度（24年中）児童
手当用所得証明書が必要になりま
す。
■振込日
年 3 回、指定の口座にお支払い
します。
6月10日㈪　 2～ 5月分
10月10日㈭　 6～ 9月分
2月10日㈪　10～ 1 月分
※支払通知はしません。
　 子育て支援課　☎53-8445

城山水泳プールがオープン
■利用期間
　①団体利用
　　 6月 9日㈰～ 8月31日㈯
　②個人利用
　　 7月20日㈯～ 8月31日㈯
■利用時間　 9：00 ～ 17：00
■定休日　月曜日
　（月曜日が祝日の場合は開館）
■入場料
　大人　　　　250円（半日）
　高校生以下　150円（半日）
　団体　　　 1,500円（ 1時間）
■入場条件
　小学生以下の入場は保護者同伴
および監督が必要
※大会などで使用できない日が
あります。お問い合わせくださ
い。
　 城山体育館　☎52-6419

不用品活用銀行
■ゆずります
　ゴルフバッグ（黒）、柔道着（Lサ
イズ・男性用）、体操服（東部中
学校用・男子・Oサイズ（180cm）・
上下）、学習デスク（本棚・いす
付）、ランドセル（男子用・3個）、
お膳（中）、ベビーカー（ 2台）

■ゆずってください
　大正琴、いす（背もたれつき）、
テーブル（一人用）、二段ベッド、
ひまわり保育園用制服関係（制
服・体操着・かばん・サイズ不
問）、車いす、大人用三輪車、国
語辞典・地図帳（小学生用）、チャ
イルドシート（ 3台）

※電気製品は取扱不可
※登録期限は 6カ月
※交渉の成立・不成立は必ず環境
課までご連絡ください。
　 環境課　☎53-8421

特定健診受診率目標48％（平成24年度暫定45.1％）
ただいま健診実施中！お近くの健診会場で受診してください。

※市内指定医療機関での健診は 9月30日㈪までです。
　 保険課　☎53-8420

大腸がん予防講演会
　七尾市の死亡原因の第 1位はが
んです。部位別がん死亡数では、大
腸がんが男性の第 3 位、女性の第
1 位となっています。大腸がんは
進行するまで、ほとんど自覚症状
がない病気です。
　大腸がんの予防法や、検診を受
けることの大切さを学んでみませ
んか。お気軽にご参加ください。
■日時　 7月11日㈭
　　　　14：00 ～ 15：30
■場所　七尾サンライフプラザ
　　　　検診ホール（ 1Ｆ）
■費用　無料
■講師　恵寿総合病院消化器内科
　　　　科長　渕﨑宇一郎　医師
■申込期限　 7月 1日㈪
　 健康推進課　☎53-3623

七尾地区

田鶴浜地区

能登島地区

6月15日㈯

6 月20日㈭

6 月27日㈭

6 月29日㈯

7 月 1 日㈪

7 月10日㈬

6 月25日㈫

7 月 4 日㈭

7 月 9 日㈫

8：30～10：00

8 ：30～10：00

13：00～14：00

8 ：30～10：00

8 ：30～10：00

8 ：30～10：00

8 ：30～10：00

8 ：30～10：00

8 ：30～10：00

8 ：00～ 9 ：00

9 ：30～10：30

13：00～14：00

七尾サンライフプラザ

東湊公民館

ワークパル

南大呑公民館

七尾サンライフプラザ（女性のみ）

袖ケ江公民館

七尾サンライフプラザ

サンビーム日和ヶ丘

金ヶ崎公民館

半浦集会所

閨集会所

須曽集会所

地区 日 時間 場所

問

問

問

問

問

■これからの健診日程
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手話奉仕員養成講座
（入門課程）
　あいさつや自己紹介など、初歩
的な手話から学び、聴覚障がいへ
の理解を深めてみませんか。
■日時　 6月25日㈫～12月17日㈫
　　　　（毎週火曜日開催　全18回）
　　　　19：00 ～ 21：00
■場所　七尾サンライフプラザ
　　　　第一研修室
■定員　20人（先着順）
■受講料　3,200円
　　　　　（テキスト代含む）
■申込期限　 6月20日㈭
　 七尾市社会福祉協議会
　 ☎52-2099　FAX53-4100

平成24年度国民年金保険料免
除申請期限が近づいています！
　経済的な理由などで納付するこ
とが困難な場合には、国民年金保
険料の納付が免除となる免除制度
を利用することができます。納め
忘れの状態にしておくと、将来年
金を受けられない場合がありま
す。納付記録をご確認ください。
■対象期間
　平成24年 7 月～平成25年 6 月
■申請期限　 7月31日㈬
■持ち物　年金手帳、印鑑、雇用保
険被保険者離職票の写し（離職
した場合）
　 七尾年金事務所　☎53-6511
　 市民課　☎53-1265

「子どもの人権110番」
強化週間
　いじめや体罰、虐待など、子ども
をめぐるさまざまな人権問題につ
いて、人権擁護委員および法務局
職員が電話相談に応じます。
相談無料・秘密厳守
一人で悩まずお電話ください。
■相談受付日時
6 月24日㈪～ 6月28日㈮
8：30 ～ 19：00
6 月29日㈯、6月30日㈰
10：00 ～ 17：00

■電話番号
0120－007－110
（フリーダイヤル・無料）
※メール相談は24時間受付してい
ます。

　 金沢地方法務局七尾支局
　 ☎53-1721

市長談話室
～市政への想いやアイデアを
お聞かせください～
■日時　 6月19日㈬
　　　　15：00 ～ 17：00
■場所　七尾市役所
■日時　 6月26日㈬
　　　　15：00 ～ 17：00
■場所　能登島市民センター
　申込期限　開催日の１週間前
※１組30分以内
※公務で中止の場合があります。
　 広報広聴課　☎53-8423

志賀町

中能登町

宝達志水町

［日時］6月 8日㈯・ 9日㈰
［場所］富来活性化センター（領家町）

     志賀町生涯学習課　☎0767-32-9350問

第11回 初夏の文化祭

　地元団体に
よる芸能発表
をはじめ、いけ
花や書道、写真、
絵画などを展
示します。

初夏を彩る文化祭
［日時］　 6月14日㈮～ 17日㈪
［場所］　コスモアイル羽咋（鶴多町）

羽咋市

      羽咋市生涯学習課　　☎0767-22-9331問

　書道や写真、
手芸作品など
の展示のほか、
9日には地元
団体によるア
トラクション
を開催します。

［日時］6月16日㈰　 9：00～12：00
［場所］スポーツセンターろくせい（能登部下）

     生涯学習課（ラピア鹿島内）　☎76-1900問

わいわいフェスタ2013

　からだをお
もいっきり動
かし、友だち
や家族と、楽
しくさまざま
な「ニュース
ポーツ」を体験する「わいわいフェスタ
2013」を開催します。

すこやか！さわやか！健康まつり
［日時］6月 9日㈰　 9：00～14：00
［場所］アステラス（宝達志水町門前）
［内容］野菜たっぷり汁
　　　ノルディックウオーク体験
　　　健康チェックコーナー
　　　リサイクルバザー・模擬店　など

　  保健予防課
　  ☎0767-28-5526
問

地元旅行業社です
一般社団法人 全国旅行業協会・加盟5,429社
石川県旅行業協会正会員　能登七尾支部ＣＬＵＢⅢ

（有）トラベルセンター能登
 ☎０７６７-５４-０８８１

（七尾市役所横）

トラベル愛ランド（株）
 ☎０７６７-５3-７７４４

（中能登総合事務所付近）

日本エアートラベル（株）
 ☎０７６７-62-２６８０

（ＪＲ和倉温泉駅前）

インターネット人権 検索

問

問

問

問
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市内で行われた活動やイベントを紹介します

「
能
登
の
ま
菜
茶
」

売
上
げ
寄
付
金
贈
呈
式

〜
健
康
に
な
っ
て
農
業
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
〜

■
七
尾
市
役
所

　

能
登
わ
か
ば
農
協
で
は
、昨
年
４
月
か
ら
中
島
菜

入
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
緑
茶「
能
登
の
ま
菜
茶
」を
販

売
。平
成
24
年
度
の
売
上
本
数
は
８
万
本
を
超
え
、

目
標
の
７
万
本
を
上
回
っ
た
。氣
戸
佐
俊
組
合
長
を

は
じ
め
関
係
者
が
販
売
実
績
の
報
告
と
、農
業
振
興

の
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、売
上
の
一
部（
３
２

９
、３
９
３
円
）を
七
尾
市
に
寄
付
し
た
。

　

中
島
菜
は
、血
圧
上
昇
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る

成
分
を
含
む
こ
と
か
ら
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

今
後
も「
能
登
の
ま
菜
茶
」の
売
上
ア
ッ
プ
と
、農
業

振
興
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
注
目
し
た
い
。

街
を
美
し
く
支
隊　

結
団
式

〜
私
た
ち
の
住
む
街
は
私
た
ち
の
手
で
〜

■
七
尾
市
役
所

　
『
街
を
美
し
く
支
隊
』は
、七
尾
み
な
と
保
育
園
と

東
み
な
と
保
育
園
の
園
児
が
中
心
と
な
り
５
年
前
か

ら
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
。今
年
度
の
結
団
式
で
は
、

園
児
全
員
で「
み
ん
な
の
住
ん
で
い
る
七
尾
市
が
綺

麗
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」と
元
気
よ
く
誓
い
、

七
尾
市
長
か
ら「
頼
り
に
し
て
い
ま
す
」と
ご
み
袋
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、青
柏
祭
や
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
後
に
、会

場
の
清
掃
に
取
り
組
む
。小
さ
な
隊
員
た
ち
の
活
動

に
市
民
も
感
銘
を
受
け
、街
の
美
化
推
進
と
と
も
に

一
緒
に
活
動
す
る
人
た
ち
が
増
え
る
の
で
は
。

能
登
半
島
観
光
案
内
所
オ
ー
プ
ン

〜
七
尾
線
に
新
た
な
情
報
発
信
基
地
〜

■
Ｊ
Ｒ
和
倉
温
泉
駅

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
備
え
、Ｊ
Ｒ
和
倉
温
泉

駅
に
能
登
半
島
観
光
案
内
所
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。和

倉
温
泉
駅
は
、能
登
半
島
に
鉄
道
で
訪
れ
る
際
の
玄

関
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、観
光
客
の
利
便
性
を
向
上

す
る
こ
と
が
目
的
。関
係
者
の
皆
さ
ん
は「
日
本
の
お

も
て
な
し
の
心
は
和
倉
温
泉
に
あ
り
。お
客
様
の
思

い
出
の
ペ
ー
ジ
が
増
え
る
よ
う
、努
力
し
て
い
き
た

い
」と
語
っ
た
。

　

お
も
て
な
し
の
温
か
い
心
で
対
応
す
る
こ
と
で
、新

た
な
観
光
客
の
創
出
や
リ
ピ
ー
タ
ー
増
加
が
期
待
さ
れ

る
。案
内
所
の
営
業
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で「
七
尾
線
お
も
て
な
し
隊
」の
３
人
が
常
駐
す
る
。

こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
よ
う

〜
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
〜

■
七
尾
市
役
所

　

５
月
５
日
の『
こ
ど
も
の
日
』に
ち
な
み
、市
内
３

園
か
ら
参
加
し
た
園
児
が
七
尾
市
役
所
前
で
、こ
い

の
ぼ
り
を
揚
げ
た
。園
児
た
ち
は「
こ
い
の
ぼ
り
の
よ

う
に
元
気
に
大
き
く
な
り
ま
す
」と
元
気
に
挨
拶
。そ

の
後
、不
嶋
市
長
と
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
た
。青
空
の

下
、子
ど
も
た
ち
は
、空
高
く
舞
い
昇
り
、風
に
は
た

め
く
色
鮮
や
か
な
こ
い
の
ぼ
り
に
大
喜
び
だ
っ
た
。

　

ま
た
、ひ
ま
わ
り
の
種
が
入
っ
た
風
船
を
飛
ば
し
、

ど
こ
か
で
綺
麗
な
ひ
ま
わ
り
の
花
が
咲
い
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
た
。子
ど
も
た
ち
に
は
、こ
い
の
ぼ
り
の

よ
う
に
、元
気
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
。

4月24日（水）4月24日（水）

４月２４日（水）４月２５日（木）
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第
10
回
花
嫁
の
れ
ん
展

〜
花
嫁
道
中
〜

■
一
本
杉
通
り

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る
花
嫁
の
れ
ん
展
の
開
幕

イ
ベ
ン
ト
、花
嫁
道
中
。今
年
の
新
郎
新
婦
は
、和
倉

温
泉
の
旅
館
で
若
女
将
を
し
て
い
る
多
田
直
未
さ
ん

と
、タ
イ
出
身
の
ウ
ォ
ラ
ウ
ッ
ト 

テ
ィ
ッ
プ
ウ
ォ
ン

さ
ん
。国
際
結
婚
の
二
人
が
花
嫁
道
中
を
行
う
の
は

初
め
て
。

　

新
婦
は「
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
沢
山
の
人
に
祝
福
さ

れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
幸
せ
そ
う
に
語
っ
た
。日

本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
た
新
郎
は「
初
め
て
の
こ
と

で
緊
張
し
ま
し
た
」と
、上
手
な
日
本
語
で
話
し
た
。

ま
た
多
く
の
人
に
祝
福
さ
れ
七
尾
の
良
さ
を
感
じ
て

く
れ
た
様
子
。末
永
く
お
幸
せ
に
。

交
通
安
全
教
室

〜
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
よ
う
〜

■
北
星
小
学
校

　

北
星
小
学
校
で
は
自
転
車
の
乗
り
方
や
横
断
歩
道

の
渡
り
方
な
ど
、正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
付
け

る
た
め
、毎
年
交
通
安
全
教
室
を
行
っ
て
お
り
、今
年

も
七
尾
警
察
署
や
保
護
者
の
協
力
の
下
、体
育
館
で

交
通
ル
ー
ル
を
習
っ
た
。「
横
断
歩
道
で
は
青
信
号
は

進
め
で
は
な
く
進
む
こ
と
が
で
き
る
」と
考
え
慌
て

ず
左
右
を
確
認
し
て
渡
る
よ
う
指
導
が
あ
っ
た
。

　

自
転
車
の
乗
り
方
で
は
、左
右
だ
け
で
は
な
く
、後

方
を
確
認
す
る
よ
う
に
と
の
指
導
も
。児
童
は「
気
を

つ
け
よ
う
と
思
っ
た
」と
交
通
ル
ー
ル
を
再
認
識
し

て
い
た
。

４月２９日（月・祝）

大
き
く
な
あ
れ
椎
茸
栽
培

〜
食
育
体
験
〜

■
や
ま
と
保
育
園

　

七
尾
市
赤
十
字
奉
仕
団
は
、子
ど
も
た
ち
に
身
近

な
食
材
の
成
長
を
通
し
て
、食
へ
の
関
心
や
命
の
大

切
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、毎
年
椎
茸
の
育
て
方

教
室
を
開
催
。

　

園
児
た
ち
は
、穴
の
開
い
た
原
木
に
菌
を
入
れ
る

こ
と
で
、椎
茸
が
で
き
る
こ
と
に
驚
き
な
が
ら
も
、一

つ
一
つ
の
穴
に
心
を
込
め
て
埋
め
て
い
っ
た
。

　

こ
の
後
、原
木
は
山
で
管
理
。10
月
頃
に
保
育
園
に

運
ば
れ
、園
児
た
ち
が
水
を
あ
げ
な
が
ら
成
長
を
見

守
る
。園
児
ら
は
、小
さ
な
菌
か
ら
ど
の
よ
う
に
椎
茸

が
成
長
す
る
の
か
、秋
の
収
穫
を
心
待
ち
に
し
て
い

た
。

５月１３日（月）

100
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
寺
田
ナ
カ
さ
ん
〜

■
辻
口
医
院

　
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
声
を
か
け
る
と

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
応
え
て
く
れ
た
ナ
カ

さ
ん
。新
聞
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
、95
歳
ご
ろ
ま
で

毎
日
欠
か
さ
ず
新
聞
を
読
ん
で
い
た
。ま
た
、話
好
き

で
、取
材
中
も
一
生
懸
命
、い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く

れ
た
。

　

長
男
の
良
春
さ
ん
は「
無
理
を
せ
ず
に
農
作
業
を

や
り
、自
分
の
好
き
な
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご

し
た
こ
と
が
、長
生
き
の
秘
訣
で
は
」と
語
っ
た
。こ

れ
か
ら
も
心
穏
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

４月３０日（火）

５月16日（木）
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この広報誌は、限られた資源を大切にするために、
ベジタブルインキを使用しています。

未就学児のお子さんを募集中！！掲載を希望される人は、
広報広聴課（☎53-8423）までお気軽にご連絡ください。

　お姉ちゃんとお兄ちゃんが大好き。とてもおてんば
で、ちょっぴりおちゃめ。わが家のアイドルとして大活
躍中（笑）女の子らしい、優しい子になってほしいな。

　わが家の三男はとても元気にすくすく成
長しています。週末はもっぱらお兄ちゃんの
野球の応援でグラウンドにおでかけです。

　越して来たばかりで戸惑いも多いけど、
じぃとばぁにもたっぷり甘えて元気な笑顔
をたくさん見せてね！

島﨑 琳音ちゃん
（母：美也）万行町

越中 敬博くん
（父：司／母：和美）小島町

森田 小春ちゃん
（父：久夫／母：雅子）馬出町

しま さき り ん こし な か た か ひ ろ もり た こ は る
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平成23
年

10月1
5日

生まれ

☆わんぱく
 男子☆☆

     モントレージャズフェスティバルイン能登 開催理事会・実行委員会事務局 ☎54-8820問

ジャズが薫る港町七尾～海辺のジャズ～

モントレージャズフェスティバルイン能登
7月27日（土）○開場/14：00○開演/14：30○終演/21：00予定
七尾マリンパーク（能登食祭市場横）

♪大人/前売り 5,000円・当日 6,000円
♪高校生以下/2,000円（当日販売のみ）

オルケスタ・デ・ラ・ルス

マンハッタン・ジャズ・クインテット

鈴木良雄BASS TALK

ジャミン・ゼブ

高澤 綾クインテット

石川ジュニア・ジャズ・アカデミー・オーケストラ

京都府立工業高等学校 Mambou Jazz Band

福島県立福島高等学校 ジャズ研究部

●ペット同伴での入場不可●未就学児童は保護者同伴で無料

●雨天決行

第25回

全席自由席

日時

会場

NYの超一
流ジャズバ

ンド「マン
ハッタンジ

ャズクイン
テット」

会場が一体
となって歌

って踊れる
「オルケス

タ・デ・ラ・
ルス」

豪華な出演
者による7

時間に渡る
熱演


